
第
三
節

都
市
行
政
の
展
開
と
自
由
民
権
運
動

1 

都
市
行
政
の
肥
大
化

都
市
行
政

の
増
大

明
治
十
年
代
、
と
り
わ
け
そ
の
後
半
、
都
市
神
戸
は
急
速
な
膨
張
止
を
遂
げ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
結
果
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
は
行
政
の
設
的
治
大
と
寵
雑
化
で
あ
っ
た
。

都市行政の展開と自由民権運動

試
み
に
、
県
令
か
ら
郡
区
長
へ
の
委
任
事
項
の
変
遷
を
見
て
み
よ
う
。
明
治
十
一

（
一
八
七
九
）
年
一
月
九
日
に
制
定
さ
れ
た

「
部
区
長
職
制
意
程
」
に
よ
る
と
、

一
、
郡
（
区
）

ヲ
県
令
ニ
受
ヶ
、
法
律
命
令
ヲ
郡
（
区
）
内
ニ
執
行
シ
、

一
郡
（
区
）
ノ
事
務
ヲ
総
理
ス

ノ、

一
、
郡
（
区
）
長
ハ
法
律
命
令
叉
ハ
焼
則
一
一
依
テ
委
任
サ
ル
、
条
件
、
及
ビ
県
令
ヨ
リ
ノ
特
一
一
分
任
ヲ
受
ク
ル
条
件
一
一
付
、
使

宜
処
分
シ
テ
後
ニ
山
県
令
一
一
報
告
ス

一
、
郡
（
区
）

ノ
処
分
不
当
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
県
令
ヨ
ワ
取
消
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
、
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第三節

一
、
郡
（
区
）
長
ハ
町
村
戸
長
ヲ
監
督
ス

さ
ら
に
「
地
方
ノ
専
務
郡
区
長
一
一
於
テ
処
分
シ
テ
後
県
令
一
一
報
告
ス
ル
ヲ
得
ル
モ
ノ
」
と
し
て
次
の
一
一
項
目
が
郡
区
長
の
職
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小学校舎を…！！陪諸般の集会に仮用す

る事

j安燦按腹吸玉金j・灸術営業のヰ1

売薬詩売行商の事

菜穂商の事

属音人井に11!きょド潟Wt部人関止業の事
街路便月！？設授の事

医師組合規則に係る諮郊の;J;Jj.

医師診察出張所設1百周の：：＼］＼：

公儲金貸与金取立及怠、納者処分の;J;j}

諸貸付金（土族授産の為め貸与金を

除く）の内他債の為め身代限りの処

分を受くるものに対し追訴の司王

向上の内返納期限に際し鴎i訟の事情
等に依り猶予を務ふ場合に於ては三

筒月間猶予の本

L:j二馬売買免許の事

日本毅諮船鍛札付与のヰi

自家用料酒類製造免fi/f願及び免許鍛
札下渡しの事

菜子営業免許務！及び免釣銭札一日疫し

方の;>:J;~

煙草営業免釣願及び免許鐙札下波し

の事

印紙類代金延納許可の"b)¥:

＠ 

＠

＠

＠

⑧

⑬

＠

⑧

⑧

⑬

 

⑫ 

⑫

⑬

⑫

 

t'l地々種編替の本（但し河身に関係
ある水路は絞伺の上処分するものと

す）

郡部地方税に主在荷する旧J村i~受取方

自演の司王

自裂を以て公道並木総裁阪の事

自裂を以て公遂修繕阪の事

区II汀村資及び自殺を以て公滋へ水路

を伏設し又は修絡する事：

自授を以てWi'J蓋取設けJW'｛の事

君BIK庁舎罰論見金高三円以下修絡の
事（｛尽し年間金十円以上に超過する

を得ず）

土木起功出願又は禁中の｜絞実況検交

の司王

郡部地方税経済に関する土木卒業よ

り生ずる不用水石売却の事

地方税経済の土木；＞；jf.業に係るrl'l地及
び！日滋存廃弁びに代地として下波し

阪地実]Iの事

橋梁損燦等より通行法断のi：告波舟；場
仮設の事

町村立小学校へ金何物件寄付願の事

町村立小学校芝生常科援業主主免許の事

就学規則第七条及び第十条に係るIW'!
の司王

⑬ 

⑬

⑬

＠

 

② 

⑧ 

③ 

＠ 

⑧ 

⑧ 

⑧

⑧

⑬

 

務
と
さ
れ
た
。

、
徴
税
扱
ビ
ニ
地
方
税
徴

収
及
ピ
不
納
者
処
分
ノ

二
、
徴
兵
取
調
ノ

身
代
限
財
産
取
扱
ノ
事
。

逃
亡
死
亡
絶
家
ノ
財
産
処
分

ノ

五
、
官
有
地
ノ
倒
木

材
木
ヲ
売
却
ス
ル
事
。

電
線
道
路
間
畑
水
利
一
一
陣
碍

プ
ル
官
有
樹
林
ヲ
伐
採
ス
ル

ド
山
介
。
七
、
河
岸
地
借
地
検
査

ノ

一
八
、
職
遊
猟
願
威
銃

願
ノ

九
、
印
紙
罫
紙
売

捌
ヤ
加
ノ
事
。

。
’うさ

校
資
金
ノ
事
。

二
、
右
ノ

外
県
令
一
以
リ
特
一
一
委
任
ス
ル

条
件
。
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都市行政の展開と自由民権運動第三節

県よワ部区長への委任事境（明治20{f7月〉

一犬を迎へ又は生家へ復帰の；：；Jr
失綜逃亡者のj立族1:jゴ他家の養子女と

なり又は養子女離縁の;i:Ji:

失録逃亡せし妥及び養子女高m縁の本

新刑法務返去を鋼又は！日刑法懲役一年

以上の烈jに処せられし王者の助：家名相

続のヰ，：

向上の烈jに処せられし者の姿，本炎

と離縁の上後失言ピ迎へ又は他へ婚嫁

し或は生家へ復’h告の芸評
向上の家政他家の養子女となり又は

ま妻子tどを離縁の事
姿又は戸主にあらざる養子女向上の

7刊に処ぜられしとき肉［縁の司王
然籍者就籍の家、

戸然正誤の事：

官BB:詩記及び戸J]ミ帰お｛也？？墓参阪芥
びに欠勤忌moおのさ打
向上！徐月授の司王

向上夜按に依り

土砂掻取綴の司王

社寺（官135幣主i：を除く）境内地拝借阪
のせ下

？ぎ有地の生~物季節払下げのマ：Jr.
iヨ本型船検査の:CJ¥.

蚕糸芸言及び茶業組合員吉正票主主印芥び

に消印際の£jf

地方税経済に属する諸払下げ物代金

及び使用料徴収の事

河川魚築設l宮駅のミjT-

郡部地方税補助Jll堤防iヨ総見金高五
十門以下修総の苦手

*l11部国県道路の橋梁及び芥除杭自給

見金高二十円以下修総の事

民有？宿泊溝渠新築変更店頭許羽子及び兵

⑬

＠

⑫

 

⑬ 

⑬ 

⑬ 

③ 

表 3

非常の！通｜予定不感の災害に躍るもの食

料小屋j卦淡兵料及び種殺料給与の本：＠

部区警言日及び戸長管外l:H~長のJ;}T- i 

戸長代理命遠の司f i⑧ 

各戸長役場（戸長以下諮給与）定額の；⑧

事

向上定額内不l§流用の事
！玄l町村費支ブ干に係るi1t途へ金員及び
物品寄付隠の本（但し地方税ごと木授

に連帯する者に限り伺を経べし）

j泉社以下神社祭典及び事11仏関扉の事

説教或は仏事：執行の本（｛£！し仏教演

説は此の限りにあらず）

社寺（笠間幣社をi徐く）建物茶他修築
！額の事（但し従前のi同j式模様変換に
係るものは此の限りに1ららず）
社寺境内伐＊払下げ代金下限阪のさJr.
党鈴鍛造願の事

洞'Bn河掌進退のIjf
澗1ぎ絢努他行阪の＂Jf.
廃戸主のl]f.

廃￥，j認の本

際u商務復立の事

全校戸主死亡滅相続延期のごj;:

亡とi炭の平氏に帰入の本

隠居蒋相続のIjf.

家名継承の養子孫及び1：§続人を廃す
る：；：；汗

家名を廃する事

有子の広告市迎夫及び生家へ復帰又は

1直に（生家断絶のもの）綴嫁のをお
復姓の事：

改名の事

失嫁逃亡i跡家名相続の事
失嫁逃亡者の遺言葉本夫と離縁の上後

＠ 

⑧ 

＠ 

⑮

⑮

③

 

⑮

⑧

③

⑧

 

⑬ 

②

①

⑦

 

⑦ 

⑦ 

⑬

⑬

⑫

⑬

⑬

⑬

⑬

⑫

⑬

⑬

⑮

 

① 

⑦ 

① 

⑦ 

③ 

⑧ 

⑫

⑧

③

⑧
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明
治
十
年
代
、
こ
の
つ
県
令
ヨ
リ
特
一
一
委
任
ス
ル
条
件
一
の
数
が
急
速
に
噌
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
七
月
一

日
に
行
わ
れ
た
郡
一
区
長
委
任
事
項
更
定
に
よ
る
と
、
そ
の
委
任
事
項
は
実
に
七
七
項
目
に
の
ぼ
っ
た
（
表
3
）
。
な
お
事
務
量
の

増
大
は
一
戸
長
役
場
の
場
令
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

当
然
、
区
職
務
機
構
も
徐
々
に
複
雑
化
し
て
い
っ
た
。
主
な
機
構
上
の
変
化
だ
け
を
掲
げ
て
お
く
と
、
明
治
十
二
年
一
月
、

庶
務
掛
、
戸
籍
掛
、
私
税
掛
、
出
納
掛
の
問
掛
が
設
院
さ
れ
、
翌
十

一
月
に
は
そ
れ
に
衛
生
掛
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に

明
治
十
四
年
二
月
に
は
郡
一
弘
書
記
の
内
に
学
務
担
任
者
が
設
け
ら
れ
、
明
治
十
五
年
一
一
一
月
に
は
部
区
長
の
管
理
の
も
と
に
郡
区

衛
生
会
（
医
師
・
町
村
会
議
員
・
一
戸
長
・
衛
生
委
員
e

衛
生
掛
に
よ
っ
て
構
成
）
が
設
ぼ
さ
れ
、
明
治
十
六
年
一
一
一
月
に
は
農
商
一
弘
勧
業
世

話
掛
が
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
戸
長
役
場
の
レ
ベ
ル
で
は
、
明
治
十
二
年
九
月
の
教
育
令
の
公
布
に
と
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
の
学

区
取
締
が
廃
止
さ
れ
、
学
務
委
員
が
置
か
れ
た
。
ま
た
明
治
十
一
一
一
年
四
月
に
は
戸
長
役
場
の
下
に
町
村
衛
生
委
員
が
置
か
れ
た
。

戸
長
役
場

改
革
問
題

そ
し
て
明
治
十
年
代
後
半
に
な
る
と
、
行
政
の
肥
大
化
の
結
果
と
し
て
、
神
戸
症
に
お
い
て
は
、
次
の
…

ゾコ
の

要
求
が
市
民
の
側
か
ら
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

一
つ
は
「
区
吏
の
不
便
は
人
民
の
不
便
」
（
「
新
築
区
役
所
は
燦

瓦
造
に
す
可
し
」
『
又
新
』
明
治
十
九
年
三
月
十
六
日
）
と
の
理
由
か
ら
、
寄
付
な
し
て
で
も
区
役
所
の
新
築
i
i
tし
か
も
煉
瓦
造
り

i
i
eを
求
め
る
要
求
で
あ
っ
た
。

い
ま
一
つ
は
戸
長
役
場
の
行
政
改
革
、

で
き
れ
ば
廃
止
を
求
め
る
要
求
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
後
者
の
理
由
は
、
経
費
節
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

区
役
所
と
戸
長
役
場
と
の
事
務
は
巣
し
て
如
何
な
る
相
違
あ
る
か
を
考
ふ
可
し
。
間
よ
り
区
役
所
は
一
一
民
の
事
務
な
取
扱

ふ
所
に
し
て
、
一
戸
長
役
場
は
是
れ
数
町
内
の
事
務
を
取
扱
ふ
も
の
な
れ
ば
、
自
ら
其
事
務
上
に
大
小
軽
重
一
の
相
違
あ
る
可

し
と

wmも
、
而
か
も
其
大
一
体
の
性
費
に
烹
り
て
は
、
彼
此
殆
ん
ど
同
一
に
し
て
（
略
）
区
役
所
も
一
戸
長
役
場
も
や
一
ん
は
殆
ん
ど
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間
性
質
の
事
務
を
分
担
し
て
取
扱
ふ
も
の
と
云
ふ
も
殺
て
不
可
無
か
る
可
し
。
然
る
に
今
区
内
に
三
一
戸
長
役
場
の
鼎
立
し

て
、
土
人
々
其
の
部
内
の
事
務
を
取
扱
ふ
時
は
、
甚
だ
繁
文
の
弊
を
来
す
の
恐
れ
無
き
に
非
ざ
る
乎
。
我
輩
忠
ふ
に
、
若
し

今
日
の
如
く
一
一
一
戸
長
役
場
の
存
す
る
時
は
、
人
誌
が
ほ
役
所
に
向
て
諸
届
間
香
川
市
子
を
出
さ
ん
に
も
、
必
ず
先
づ
一
戸
長
役
場

の
予
を
経
ざ
る
一
円
か
ら
ず
し
て
、
一
閃
し
て
己
に
戸
長
役
場
を
通
過
し
、
区
役
所
に
回
送
し
て
再
び
人
民
の

に
一
決
る
迄
に

は
、
其
手
数
の
繁
雑
な
る
、
其
往
復
文
書
の
槙
は
し
き
、
被
治
者
た
る
人
民
の
身
に
取
り
て
は
突
に
不
便
利
至
極
に
あ
ら

ず
や
。
（
「
区
内
一
ニ
一
戸
長
役
場
を
箆
し
区
内
の
事
務
は
区
役
所
に
て
扱
ふ
可
し
」
『
又
新
』
明
治
十
九
年
三
月
二
十
日
）

事
務
渋
滞
に
対
す
る
不
満
が
、
戸
長
役
場
廃
止
要
求
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
要
求
を
組
み
あ
わ
せ

て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
事
務
の
繁
雑
化
・
複
雑
化
を
理
由
に
、
匹
投
所
・
一
戸
長
役
場
に
代
わ
る
、
よ
り
合
理
化
さ
れ

た
都
市
全
体
を

一
克
的
に
支
配
す
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
要
求
す
る
、

い
わ
ば
下
か
ら
の
「
市
制
」
制
定
婆
求
に
つ
ら
な

都市行政の展開と自由民権運動

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
要
求
が
自
ず
か
ら
お
こ
っ
て
く
る
ほ
ど
ま
で
に
、
明
治
十
年
代
、
部
市
行
政
の
量
的
・
質
的
肥

大
化
は
進
展
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
う
な
る
と
、
合
浬
的
で
強
力
な
行
政
機
構
を
造
り
上
げ
る
た
め
に
、
実
は
県
令
や
区
一
戸
長
の
強
力
な

公
選
箆
会

へ
の
要
求

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
た
。
明
治
十
年
代
、
兵
庫
県
は
し
ば
し
ば
一
戸
長
の
待
遇
の

改
誇
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
と
り
あ
え
ず
戸
長
の

p
i
ダ
！
シ
ッ
プ
を
確
立
す
る
た
め
の
措
誌
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
明
治

十
四
年
六
月
に

の
俸
給
額
を
一
一
円
か
ら
一
五
円
ま
で
一
一
段
階
に
底
切
っ
て
い
た
が
、
明
治
十
六
年
八
月
に
は
神
戸
区

第三節

内
の

に
限
っ
て
、
六
円
か
ら
一
一
一

O
円
ま
で
ニ
ハ
段
階
に
区
切
り
隠
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
戸
長
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
こ

う
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
県
令
や
一
区
一
戸
長
の
り
！
ダ
l
シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
最
も
有
効
な
方
法
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
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彼
ら
の
権
威
を
公
選
議
会
（
民
会
）
の
同
意
の
上
に
打
ち
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
統
治
さ
れ
る
人
々
の
合
立
の
上
に
成
り
立
つ

行
政
が
最
も
強
力
な
リ
i
ダ

l
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
得
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
兵
庫
県
は
、
神
田
県
令

以
来
一
貫
し
て
公
選
民
会
設
立
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

神
田
県
令
と

森
向
泉
令

ち
な
み
に
神
間
孝
一
千
と
い
え
ば
、
幕
末
、
幕
府
の
教
育
機
関
開
成
所
の
頭
取
ま
で
務
め
た
開
明
派
の
狩
学
者

（
啓
蒙
思
想
家
）

で
あ
り
、
維
新
後
は
徴
士
、
議
事
体
裁
取
調
御
用
掛
、
公
議
所
副
議
長
、
集
議
院
判
官
な
ど

を
擁
任
し
、
彼
の
提
出
し
た
「
関
税
改
革
建
議
」
が
地
租
改
正
案
形
成
の
最
初
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
で
有
名
な
人
物
で
あ
る

が
、
幕
末
以
来
「
商
ヲ
以
テ
悶
ヲ
立
ツ
レ
パ
、
其
悶
常

（
「
削
減
商
弁
」
）
と

＼
農
ヲ
以
テ
国
ヲ
立
ツ
レ
パ
其
罰
常
一
一
貫
シ
」

商
工
立
問
論
を
唱
え
、
慶
応
四
年
（
一
入
六
人
）
四
月
、
平
く
も
江
戸
復
興
の
た
め
に
「
江
戸
中
ノ
智
恵
ト
カ
ト
ヲ
集
ム
ル
」
ベ

く
「
総
代
会
議
ノ
法
L

（
選
挙
資
格
民
地
主
、
被
選
挙
資
格
H
能
力
者
）
を
立
て
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
人
物
で
も
あ
っ
た
（
「
江
戸

市
中
改
本
仕
方
案
」
）
。
だ
か
ら
彼
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
兵
庫
県
令
と
し
て
全
留
に
先
駆
け
て
公
選
民
会
の
設
詮
に
踏
み
切
っ
た

の
も
、
あ
る
意
味
で
当
然
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

神
田
は
、
蕗
藩
夜
間
除
後
の
明
治
四
年
十
二
月
に
兵
庫
県
令
に
就
任
す
る
と
、
明
治
凶
年
十
一
月
発
布
の
県
治
職
制
に

て
県
行
政
機
構
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
神
戸
の
都
市
基
線
整
備
に
、
初
め
て
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り

わ
け
、
港
官
民
イ
ギ
リ
ス
人
ア
i

シ
ャ
ル
に
命
じ
て
神
戸
築
港
…
…
一
日
間
（
回
生
問
川
東
岬
ほ
と
淡
川
北
堤
な
基
点
と
す
る
防
波
段
築
造
案
・
ヱ

投一一一
O
万
円
）
を
究
案
さ
せ
た
の
は
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
、
神
戸
港
の
港
湾
整
備
に
む
け
て
の
最
初
の
‘
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

そ
の
彼
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
公
選
民
会
の
設
立
に

ふ
り
か
つ
て
尽
力
し
た
の
で
あ
る
。
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怜

と
こ
ろ
で
、
明
治
八
年
の
地
方
官
会
議
で
、
幹
事
の
地
位
に
あ
り

な
が
ら
神
奈
川
県
令
中
島
信
行
と
と
も
に
、
一
弘
一
戸
長
民
会
論
に
対
し

て
公
選
員
会
議
を
強
行
に

た
神
阪
は
、
そ
の
急
進
性
の
ゆ
え

に
、
し
ば
し
ば
当
時
の
地
方
官
の
例
外
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
地
方
官
会
議
議
長
木
戸
来
允
の
「
神
田
孝
平
は
カ

も
民
撰
議
院
家
に
て
、
頻
り
に
政
府
の
束
縛
を
相
論
じ
、
少
し
は
波

及
侠
気
味
も
御
鹿
候
由
、
付
い
て
は
此
の
度
の
地
方
会
議
の
規
則
等

は
査
機
不
満
足
に
相
察
せ
ら
れ
中
し
候
、
政
府
に
於
て
も
漸
次
翻
誘

導
の
御
罰
的
に
も
侯
得
ば
、
此
の
前
に
も
却
て
転
任
抑
付
け
ら
れ
候

方
、
然
る
可
き
般
と
も
存
じ
奉
り
侯
」
（
明
治
八
年
六
月
二
十
日
大
久
保

利
通
宛
木
一
戸
孝
允
諮
問
『
木
一
戸
家
允
文
諮
』
ム
ハ
）
と
い
っ
た
神
聞
に
対
す

IZ1 2 

る
反
発
を
過
大
に
み
す
ぎ
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
c

な
ぜ
な
ら
ば
神
出

の
地
方
官
会
議
に
お
け
る
民
会
論
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
同

じ
く
公
選
民
会
論
を
唱
え
た
中
島
信
行
な
ど
に
比
べ
て
も
桜
め
て
穏

健
な
中
身
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
日
人
民
ノ
遮
度
一
一
応
ジ
、
実
際
一
一
益
ア
ル
為
一
一
ぺ
公
選
民

会
ヲ
関
ク
ベ
キ
ヵ
、
将
タ

ヲ
間
ク
ベ
キ
ヵ
、
両
端
ノ
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中
ヲ
一
決
シ
テ
答
ヘ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
レ
パ
ナ
リ
。
犬
レ
民
会
ノ
本
企
ヨ
リ
考
察
ス
レ
パ
、
誰
カ
公
選
ヲ
非
ト
ス
ル
者
プ
ラ
ン

ほ
て
つ

ャ
、
只
ソ
ノ
公
選
民
会
ヲ
開
ク
ノ
期
一
一
五
ル
迄
ノ
間
ノ
補
綴
一
一
ハ
、
広
一
戸
長
民
会
ヲ
良
ト
シ
、
或
ハ
区
一
戸
長
ヲ
民
選
一
一
委

シ
テ
議
員
タ
ラ
シ
メ
、
叉
或
ハ
一
弘
戸
長
ヨ
リ
一
名
公
選
ヨ
リ
一
名
ヲ
挙
ゲ
、
官
民
混
同
議
会
ノ
見
込
ヲ
立
ツ
ル
者
ア
ル
ベ

い
ず

シ
。
然
レ
ド
モ
到
底
ソ
ノ
帰
着
ス
ル
所
ヲ
間
ヘ
パ
、
執
レ
モ
公
選
民
会
ヲ
是
ト
ス
ル
ニ
非
ザ
ル
者
ナ
シ
、
故
ニ
両
端
ノ
中

ニ
テ
執
レ
カ
一

一
一
決
セ
ヨ
ト
ノ
御
下
問
ナ
ラ
バ
、
只
々
公
選
民
会
ヲ
可
ト
ス
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
現
ニ
兵
庫
県
ノ
如
キ
、
区
戸

H
K
追
々
議
事
ノ
休
日
一
慣
レ
、
日
必
f

ニ
テ
ハ
之
一
一
加
フ
ル
ニ
一
一
民
ヨ
リ
公
選
一
人
宛
ヲ
入
レ
、
漸
ヲ
以
一
ア
民
会
一
一
変
移
セ
ン

た

と

し

ば

ト
企
テ
タ
リ
。
之
ヲ
替
ヘ
パ
、
道
中
ヲ
ナ
ス
者
ノ
到
着
ス
ル
所
ハ
東
京
（
公
選
民
会
）
ト
定
マ
ル
モ
、
今
姑
一
ブ
ク
其
ノ
中
途

ナ
ル
大
坂
ニ
止
マ
ル
ヲ
良
ト
ス
ベ
キ
カ
（
区
一
戸
長
会
）
一
合
ヲ
関
フ
ガ
如
シ
、
是
レ
実
一
一
答
フ
ル
ニ
慈
し
難
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
僕

ハ
ウ
ケ
一
決
答
ス
ル
ヲ
得
ズ
。
（
「
地
方
官
会
議
日
誌
」
）

神
間
は
む
し
ろ
当
時
の
模
範
県
の
模
範
県
令
と
し
て
振
舞
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
明
治
九
年
九
月
神
間
が
元
老
院
議
官

に
転
出
し
た
後
も
、
森
向
島
純
権
県
令
の
下
で
民
会
設
立
に
む
け
て
の
努
力
は
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
公
選
民
会
設

立
の
必
要
性
は
、
森
悶
県
令
の
も
と
で
益
々
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
森
岡
県
令
時
代
に
な
る
と
、
神
田
の
後
を
う
け
て

い
よ
い
よ
地
租
改
正
事
業
が
実
施
に
移
さ
れ
た
か
ら
そ
れ
は
当
然
で
あ
っ
た
。
地
租
を
徴
収
す
れ
ば
、
そ
の
反
対
に
参
政
権
を

要
求
す
る
声
（
租
税
協
議
機
要
求
）
が
国
民
、
な
い
し
は
住
民
の
側
か
ら
お
こ
っ
て
く
る
こ
と
は
、
日
に
見
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

な
お
市
街
地
の
地
租
改
正
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
神
戸
と
兵
庫
の
地
租
改
正
事
業
は
明
治
九
年
一
月
に
着
手
さ
れ
、

十
一
年
一
月
に
決
了
し
た
。

は
、
ま
ず
十
年
三
月
ま
で
に
全
地
域
の
測
量
が
行
わ
れ
、

つ
い
で
同
二
一
月
制
定
の
兵
庫

県
条
例
・
市
街
地
地
租
改
正
地
位
等
級
調
査
条
例
に
基
づ
く
地
位
等
級
の
決
定
が
、
一
戸
長
役
場
ほ
域
毎
に
選
出
（
四
、
五
人
）

ラ0第一主主近代繁明期の神戸



さ
れ
た
地
主
総
代
、

お
よ
び
区
一
戸
長
の

に
よ
っ
て
、
様
範
町
を
選
定
し
そ
れ
を
基
準
に
す
る
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
、

最
後
に
同
年
八
月
制
定
の
市
街
地
地
租
改
正
地
制
調
者
一
条
例
に
基
づ
い
て
、
売
買
地
舗
と
賃
貸
料
な
基
準
に
、

地
価
の
確
定
が
行
わ
れ
た
。
な
お
新
地
慨
に
基
づ
く
地
租
の
徴
収
は
明
治
九
年
下
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
わ
れ
、
結
果
は
、

神
戸
で
は
出
税
を

0
・
九
%
下
回
り
（
一
万
八
千
余
円
）
、
兵
庫
で
は
逆
に
五
四
%
上
関
っ
た
（
一
万
四
四
五
O
円
）
。
そ
し
て

こ
の
地
組
改
正
が
市
民
に
租
税
協
議
権
的
な
考
え
方
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
時
各
地
に
起
こ
っ
た
一
地
租

改
正
反
対
一
投
て
な
ど
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
森
岡
県
令
の
時
、
郡
広
町
村
編
制
法
・
府
県
会
規
則
・
地
方
税
規
則
の
一
一
一
新
法
が
公
布
さ
れ
、
府
県
会
規
則
に

づ
い
て
明
治
十
二
年
五
月
、
兵
’
庫
県
会
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
選
挙
の
方
法
は
、
明
治
十
二
年
二
月
県
甲
第
二
関
与
J

布
速
に

よ
っ
て
、
選
挙
資
格
は
満
一
一
五
歳
以
上
の
男
子
で
地
租
五
円
以
上
納
め
る
者
、
被
選
挙
資
格
は
、
閉
じ
く
満
ニ
五
歳
以
上
の
男

都千百行政の展開と自由民権運動

で
地
租
一

O
円
以
上
納
め
る
者
、
議
員
定
数
は

一
一
一
一
郡
か
ら
各
ニ
名
、
三
万
人
以
上
の
郡
区
は
一
一
一
万
人
仮
に
一
名
女
追

加
と
い
う
基
準
で
七
四
名
と
定
め
ら
れ
た
。

ち
な
み
に
神
戸
底
の
定
数
は
二
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
府
県
会
に
つ
い
で
区
会
や
町

村
会
も
開
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
府
県
会
止
を
は
じ
め
区
会
や
町
村
会
が
確
立
さ
れ
れ
ば
直
ち
に
地
方
行
政
に
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

地
方
議
会

の
殴
難

が
生
ま
れ
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ο

議
会
開
設
に
と
も
な
う
多
く
の
関
難
を
克
服
し

て
初
め
て
そ
れ
は
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ

で
は
そ
の
困
難
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
臨
難
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第三節

第
一
は
、
選
挙
民
お
よ
び
市
民
の
議
会
へ
の
無
関
心
と
い
う
困
難
で
あ
っ
た
。
明
治
ニ
十
年
以
前
の
選
挙
で
、

『
兵
庫
県
会

史
b

に
よ
っ
て
得
票
数
が
判
明
す
る
の
は
、
最
初
の
明
治
ム
i

二

月
の
選
挙
の
神
田
兵
右
衛
門
、
藤
田
積
中
の
各
々

の

近代・現代燈~綴N5I 



葉
だ
け
な
の
で
、
必
ず
し
も
断
言
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
初
期
の
県
会
議
員
選
挙
の
状
況
は
一
市
民

々
淡
々
と
し
て
、

選
者
被
選
者
共
に
権
義
の
清
一
き
を
思
は
ず
、
議
員
其
の
人
の

担、

る
の
有
様
に
て
、
僅
か
に

｝
f

」

争
1
h

t
l
 
の

少
数
の
人
々
が
家
柄
資
産
を
標
準
と
し
て
議
員
を
指
定
す
る
に
過
ぎ
ず
、
放
に
議
員
は
少
数
な
る
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
る
L

を
常
と
せ
り
ふ

（
『
神
戸
権
勢
史
』
）
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
打
破
し
な
け
れ
ば
、
民
会
に
依
拠
し
た
行
政
を
行

っ
た
と
し
て
も
、
行
政
が
市
民
に
対
す
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
一
一
は
、
民
会
を
聞
け
ば
当
然
噴
き
出
し
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
的
利
益
の
主
張
と
そ
の
対
立
の
も
た
ら
す
困
難
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
県
会
に
お
け
る
都
市
部
（
神
戸
区
）
選
出
議
員
と
農
村
部
選
出
議
員
の
対
立
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
っ

配
倒
的

に
農
村
部
選
出
議
員
が
多
い
中
で
、
と
も
す
れ
ば
都
市
部
の
利
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
都
市
部
選
出
議
員
は
、
区
部

経
済
と
郡
部
経
済
の
分
離
を
要
求
し
、
早
く
も
明
治
十
一
一
一
年
の
通
常
県
会
で
は
、

「
郡
区
会
…
ブ
問
問
シ
地
方
税
中
ノ
経
済
ヲ
郡
夜

分
離
ス
ル
件
」
を
内
務
卿
に
建
議
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
対
立
が
、
議
会
政
治
に

は
っ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
横
浜
市
で
大
問
題
に
な
っ
た
商
人
派
と
地
主
派
の
対
立
と
い
っ
た
こ
と
も
全
く
見
ら
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

ち
な
み
に
翌
明
治
十
四
年
の
通
常
県
会
に
お
い
て
、
太
政
官
布
告
第
八
号
区
郡
部
会
規
則
に
基
づ

い
て
郡
民
会
の
分
離
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
医
部
選
出
の
県
会
議
員
定
数
も
二
名
か
ら
一
二
名
に
増
や
さ
れ
た
。

i

、、
1
1

、1
4

は

問

3
3
i

の
通
常
県
会
が
「
郡
広
庶
民
公
選
ノ
件
」
な
内
務
脚
に
建
議
し
た
こ
と
や
、

一
般
に
経
費
節
減
・
民
力

休
義
要
求
の
ム
口
頭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
も
す
れ
ば
議
会
が
選
挙
民
の
利
益
代
表
と
し
て
掠
舞
う
あ
ま
り
、
県
当
局
の
許
容

限
度
を
超
え
る
減
税
要
求
や
民
主
化
要
求
を
県
当
局
に
突
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
際
難
で
あ
っ
た
。
森
岡
県
令
は
、

実
質
審
議
を
行
っ
た
最
J

初
の
議
会
で
あ
っ
た
明
治
十

の
通
常
県
会
の
終
了
し
た
時
点
で
、

っ
通
常
県
会
議
事
渋
滞
ナ
ク
、

ラ2近代数lj)J;j切の神戸f存~Jij:



J材

木
臼
方
サ
ニ
悶
周
ヲ
結
ブ
。
依
テ
開
場
ノ
式
ヲ
行
フ
。

わ
た

シ
開
会
以
来
四
十
有
五
日
ニ
渉
リ
、
各
員
日
ニ
討
論
審
議
ヲ
事
ト
ス
、

其
ノ
苦
労
想
フ
可
キ
ナ
リ
。
（
略
）
一
一
一
ヲ
挙
グ
レ
パ
河
港
道
路
堤
訪
橋
梁
建
築
修
繕
費
ノ
如
キ
、
詩
士
、
深
ク
見
ル
所
ア
リ
テ
昨

年
ヨ
担
増
加
ス
ル
コ
ト
六
万
余
円
ニ
及
ピ
、
運
輸
ノ
便
ヲ
開
キ
交
通
ノ
道
ヲ
広
メ
、
大
一
一
物
産
繁
殖
人
智
発
達
ノ
媒
介
ト
ナ
サ

ン
ト
ッ
、
其
ノ
他
学
校
費
勧
業
費
ノ
如
キ
幾
万
ノ
増
額
ヲ
議
決
シ
、
産
業
ヲ
振
起
シ
、
徳
性
ヲ

セ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
、

ニ
開
明
進
歩
ノ
第
一
着
手
ニ
シ
テ
、
他
日
開
力
ノ
充
実
ナ
ル
、
人
民
ノ
股
富
ナ
ル
、
地
県
一
一
比
シ
テ
数
年
ノ
速
キ
ヲ
期
シ
テ
待

ツ
ベ
キ
ナ
リ
一
（
吋
兵
隊
県
会
史
』
）
と
県
会
に
対
す
る
謝
砕
を
述
べ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
逆
に
、

こ
〉
ム
心
す

m引
こ
土
Zι
弘
之
口
ピ
先
ん
聞
こ

V
」

d
u
H
f
iノ
L
v
b
t
，2
4
3
r
J
h日
片
品
ド
ョ
－

nylE

抗
し
て
積
極
財
政
政
策
の
推
進
が
い
か
に
悶
難
、
だ
っ
た
か
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
悶
難
を
克
服
し
て
、
議
会
政
治
の
開
始
を
各
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
に
結

び
付
け
る
た
め
に
は
、
結
局
議
会
の
中
に
行
政
と
提
携
し
う
る
認
臨
な
政
党
を
育
成
し
、
げ
て
の
リ
i
ダ
i
シ
ッ
プ
を
強
化
し
て

都市行政の展開と自由民権運動

い
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

2 

自
由
民
権
運
動

だ
が
、
そ
う
し
た
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
は
、

一
に
か
か
っ
て
そ
の
地
域
の
自
由
民
権
運
動
の
発
展
の
度
合
に

民
権
運
動

の
形
成

か
か
っ
て
い
た
。
森
陪
県
令
が
当
初
交
拘
社
系
の
民
権
運
動
を
背
後
か
ら
応
援
し
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の

待
問一一一第

で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
自
由
民
権
運
動
史
の
視
点
か
ら
み
る
か
ぎ
り
兵
隊

近代・現代［援災者TIHV53 



間
以
下
の
他
の
地
域
に
比
し
て
神
戸
は
、
必
ず
し
も
急
進
的
な
自
由
民
権
運
動
の
活
発
な
地
域
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る。

「
神
戸
に
於
け
る
有
志
家
中
に
も
、
隠
然
反
自
の
感
情
を
発
し
、
自
由
党
に
同
情
を
容
す
る
者
あ
り
、
改
進
党
に
賛
同
す

る
者
あ
り
、
し
か
し
是
れ
唯
商
人
以
外
、

一
部
少
数
な
る
有
志
の
思
想
に
過
ぎ
ず
、

一
般
市
民
の
政
治
思
想
は
、
な
お
依
然
と

し
て
発
達
の
証
跡
を
認
め
ざ
る
な
り
」
と
の
『
神
戸
開
港
一
一
一
十
年
史
』
の
記
述
に
も
あ
る
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
神
戸
独
自
の
政

治
運
動
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
板
垣
退
助
を
は
じ
め
、
東
奔
間
走
す
る
活
動
家
の
通
過
地
、
慰
問
mm地
と
し
て
、
民
権

運
動
史
上
に
意
味
を
持
っ
た
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
か
っ
た
。

明
治
十
一
年
十
三
月
菟
原
郡
住
吉
村
の
小
作
人
入
、
九

O
人
が
減
租
問
題
の
協
議
を
行
っ
た
と
い
っ
た
事
件
を
除
く
と
、
淡

路
新
聞
（
明
治
十
年
に
鹿
島
秀
麿
ら
が
創
設
）
社
員
鹿
島
秀
授
や
由
川
敏
樹
ら
が
、

北
ハ
立
者
を
設
立
し
、
明
治
十

一一月、

『
神
戸
新
報
』
を
創
刊
し
た
こ
と
、
明
治
十
四
年
に
神
戸
商
義
社
と
い
う
団
体
が
設
立
さ
れ
、

『
神
戸
商
義
社
雑
誌
』
を
発
行

し
た
こ
と
、
明
治
十
五
年
に
は
い
る
と
、
神
戸
議
政
会
を
興
し
た
代
一
一
白
人
品
川
政
蔵
ら
が
臨
ん
に
政
談
演
説
会
を
開
催
し
、
同

時
に
「
新
開
講
読
会
」
「
盛
学
教
話
会
」
な
ど
と
称
し
て
青
年
の
組
織
化
に
乗
り
出
し
た
こ
と
、

」
れ
ぐ
ら
い
が
、

こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
る
民
権
運
動
と
し
て
表
開
化
し
た
政
治
的
動
き
で
あ
っ
た
。
県
下
の
他
地
域
に
比
し
て
も
、
や
は
り
低
調
で
あ
っ

た
と
き
口
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

交
鈎
社
の

影
響

し
か
し
以
上
の
よ
う
に
い
え
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
民
権
運
動
を
反
政
府
的
な
運
動
と
捉
え
た
限
り
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
民
権
運
動
と
い
う
も
の
を
も
う
少
し
広
く
、
議
会
政
治
の
確
立
を
目
指
す
運
動
の
総
体
と
し
て
捉
え

て
み
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
い
え
な
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
注
目
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
や
が
て

立
窓
改
進
党
へ
と
発
展
し
て
い
く
交
鈎
社
系
の
運
動
で
あ
っ
た
。
明
治
十
一
一
一
年
に
兵
隊
交
拘
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
俊
応
義
勢
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第三節都千百行政の展開と自由民権運動

表 4 交鈎社発足当初Jの神戸における社員

o県庁関係者
j県令 森悩j呂純

少言書記官

一等属

三宅5属

五等思

六等廃

七等属

入等勝

九等属

御用掛

都区長

原保太郎（14年iJj口県令）

安燦行敬

本山彦一

加藤正義

村野山人位JI！字ニ

一等答率部

二号事後部

三宅卒後部

三三原i認一郎安井健吉八代続
新食産滋千葉j乱箆

浦木弘

篠崎五郎（14$少議記官）

ill悶為段
主主悶直行

J倹瀬文彦 柳本渡太郎（14年少ミ書記官） 藤江主主夫佐藤正直
児島晴海（JI！辺） 倉本雄三（津名三原） 武閥幸IJ済（祈1部事11東）
武井正平（神戸区長）

その他 小林勝（大蔵省） 飯田正主主（師範学校教員） 牛場卓三甲斐織係

防本点（元大勢記官） 九鬼経義（！日三崩落主）

0神戸・兵隊の商人，銀行・三姿会社関係者など

兵庫岩田正吉（米商） 河合舜す（商） 加納治郎左衛門（商）

北風正造（回船問屋） 木村行蔵（西洋言葉種衛） 小西新布衛11~（醸造業）

金場小平次（回船問屋）

神戸 岡本要介（洋紙乾鰯荷） 小野寺正敬（磁洋抄紙験） 神的兵名衛門（商）

菊池森蔵（米会所役員） 白羽目送蔵（商法会議所会員） 関戸出議（採鈎業）

武田九右衛門（貿易会所頭取） 木村強（医師）

銀行長谷JI！－彦（第一銀行支店支配人） 米沢文次郎（第五十六銀行支配人）

三菱岩永翁ー（支店支配人） 久保扶桑山田季治；長島芳次郎

0事Jl戸新報社I~係（発足当初）

鹿島秀謄（神戸新卒設立三1紛 争jl代良太 白川！敏係
。身分不明者

加悦伝三橘泰平田村人員~ 133鎖綱紀石沢命ill: 須永幸；i 弓削森厳岸~~次

桑B3i¥見五高谷恒太郎 尾島政釘L1111湾総・uま 甲貿信郎（14正予横浜で廻ti/'i業）
（附）発足当初Jの祭会議員中の社員

白洲退蔵（事fl戸） 神間兵右衛MC神戸） 武田九右衛fllj（神戸） 藤図積中（神戸）
安倍誠五郎（三原） 藤江主ま夫（三原） 平井矯（佐用） 鎌谷儀一郎（利l西）

ララ
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〈匂11戸の歴史， t富20努〉
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系
社
交
グ
ラ
ブ
交
拘
社
は
兵
庫
県
下
と
り
わ
け
神
戸
市
に
お
い
て
急
速
に
そ
の
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
兵
庫
県
交
拘
社
の

設
立
当
初
の
社
員
は
次
の
表
4
の
通
り
で
あ
っ
た
。
交
向
社
系
の
運
動
が
当
時
神
戸
の
官
界
・
財
界
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
あ

り
さ
ま
を
物
語
っ
て
い
る
。
既
記
の
神
戸
商
義
社
な
ど
も
突
は
こ
の
交
的
社
系
の
防
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

森
鴎
画
一
山
令

と
交
詩
社

森
間
関
州
政
、
が
、
都
市
行
政
に
強
力
な
リ
i
ダ
l
シ
ッ
プ
を
打
ち
立
て
る
た
め
に
重
視
し
た
の
は
、
こ
の
交
鈎
社

系
の
運
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
の
ち
に
明
治
十
五
年
八
月
「
凡
ソ
官
吏
タ
ル
モ
ノ
、
政
治
一
一
関
ス
ル

項
ヲ
講
談
論
議
ス
ル
ハ
勿
論
、
政
社
ノ
類
ニ
加
入
シ
叉
ハ
会
主
幹
事
ト
為
ッ
テ
、
政
談
演
説
ノ
席
ヲ
開
キ
、
若
グ
ハ
聴
問
ノ
為

メ
狼
リ
ニ
臨
会
等
ヲ
モ
致
サ
ザ
ル
様
心
得
ベ
シ
」
と
述
す
る
ま
で
、
森
岡
は
む
し
ろ
官
吏
や
準
官
吏
が
交
拘
社
と
か
か
わ
る
こ

と
を
奨
励
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
逆
に
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
交
拘
社
系
の
運
動
を
自
由
民
権
運
動
と
よ
ぶ
こ
と
を
後
位
の
我
々

に
臨
時
さ
せ
る
原
阪
と
も
な
っ
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
森
同
県
政
は
交
鈎
社
に
期
待
を
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
当
時
交
拘

社
系
、
が
多
数
を
占
め
て
い
た
兵
庫
県
会
の
到
達
し
て
い
た
次
の
主
張
（
「
地
方
税
徴
収
審
査
に
関
す
る
建
議
L

明
治
十
一
一
一
年
六
月
）
の
ゆ

え
で
あ
っ
た
。

況
ン
ヤ
地
方
税
ハ

こ
う
か
つ
た
く
ま
し

ラ
人
志
ノ
注
グ
所
、
万
々
一
町
村
或
ハ
一
郡
一
一
テ
モ
此
ノ
校
給
ヲ
謹
フ
シ
挙
ゲ
一
ア
低
税
ヲ
争
フ
如
キ

ア
ラ
パ
、
其
弊
害
ハ

一
一
管
下
ニ
蔓
延
シ
、
営
業
雑
種
ノ
両
税
ハ
追
年
金
額
ヲ
減
殺
シ
、
殆
ド
低
止
ス
ル
所
ナ
キ
ハ
泰
鈍

ヲ
用
ヒ
ズ
シ
テ
明
カ
ナ
リ
（
『
兵
庫
県
会
史
』
）

交
鈎
社
に
は
、
民
権
を
伸
張
す
る
に
あ
た
っ
て
、
人
々
が
「
低
税
ヲ
争
フ

L
I－
－
減
税
の
み
を
求
め
る

l
！
こ
と
の
危
険
性
に

対
す
る
認
識
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
当
時
他
の
府
県
会
に
一
般
的
で
あ
っ
た
経
費
節
減
・
民
力
休
養
要
求

を
む
し
ろ
抑
制
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
交
拘
社
が
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
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ま
さ
に
交
詞
社
は
行
政
と
市
民
の
間
に
調
和
を
つ
く
り
だ
し
、
市
民
の
民
権
を
発
展
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
に
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
十
四
年
当
時
、
交
前
社
の
指
導
者

福
沢
諭
士
口
が
「
論
者
は
頻
り
に
人
民
の
利
誌
を
謀
る
者
な
り
と
白
か
ら
称
し
て
、
租
税
は
寛
な
ら
ん
こ
と
を
欲
し
民
費
は
少
な

か
ら
ん
こ
と
を
希
ひ
（
略
）
、
新
に
収
税
の
法
を
工
夫
し
て
増
税
の
事
に
言
及
し
た
る
こ
と
も
な
く
、
結
局
其
の
出
向
と
す
る
所
は

ま
す
ま
す

益
程
税
を
薄
く
し
て
斯
民
を
休
養
す
る
の
一
点
に
在
る
が
如
く
し
て
（
略
）
、
我
耀
甚
だ
之
に
惑

節
減
論
に
傾
く
府
県
会
の
実
状
を
非
難
し
て
い
た
の
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
「
時
事
小
一
言
」
）
と
、
経
費

ま
た
交
拘
社
系
の
運
動
は
、
こ
の

種
の
高
福
J

佐
高
負
担
論
を
持
ち
得
た
が
ゆ
え
に
、
逆
に
急
進
的
な
行
政
機
構
の
民
主
化

要
求
を
も
つ
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。
交
詞
社
系
が
多
数
を
占
め
た
兵
庫
県
会
は
、
明
治
十
一
一
一
年
と
十
四
年
、
郡
長
公
選
を

建
議
し
、

明
治
十
五
年
に
は
県
令
公
選
を
建
議
し
て
い
る
。

そ
れ
も
次
の
よ
う
に
人
民
に
自
治
の
精
神
念
体
得
さ
せ
、

自
治

都千百行政の展開と自由民権運動

「
事
業
ノ
興
廃
」
は
自
ら
負
担
す
る
税
の
「
費
額
ノ
増
減
」
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

先
日
一
郡
区
ノ
改
正
ア
ル
、
其
ノ
主
ト
ス
ル
所
ハ
則
チ
人
民
自
治
ノ
精
神
ヲ
培
養
ス
ル
ニ
ア
リ
ニ
ア
、

b
c
p仇
R
J
P
i
h

本
ヲ
輩
悶
ナ
ラ
シ
ム
ル
一
一
外
ナ
ラ
ズ
、
人
民
ニ
シ
テ
自
治
ヲ
期
セ
ザ
レ
パ
安
ク
能
ク
一
一
関
ノ
自
治
ヲ
一
一
国
ヲ
組
織
ス
ル
ノ
基

マ
ン
。
彼
ノ
地
方

税
ノ
モ
ノ
タ
ル
、
其
ノ
資
自
公
共
ノ
資
金
ヲ
以
テ
公
共
ノ
事
業
一
一
周
フ
ル
ニ
ア
ヲ
。
故
山
一
其
ノ
事
業
ヲ
輿
廃
シ
、
其
ノ
費

額
ヲ
増
減
ス
ル
ハ
、
総
一
ア
人
民
ノ
本
分
ヲ
以
テ
議
定
シ
参
与
ス
ベ
キ
公
権
一
一
シ
テ
、
決
シ
テ
地
方
有
司
ノ
放
テ
専
有
シ
得

つ
ど

ベ
キ
私
権
一
一
ア
ラ
ズ
。
殊
ニ
人
民
公
衆
一
一
代
リ
事
務
ヲ
弁
理
シ
休
戚
ヲ
負
担
ス
ル
郡
広
長
選
任
ノ
公
権
ノ
如
キ
、
夙
一
一
存

第三節

司
ノ
掌
裡
ヲ
脱
シ
テ
人
民
ノ
手
中
ニ
移
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
理
ト
勢
ト
ニ
於
テ
止
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
試
一
一
其

品、

L

ノ
性
質
ト
其
ノ
職
缶
ト
ヲ
考
案
シ
来
ラ
パ
侍
ゾ
必
ズ
多
言
ヲ
賛
ス
ル
ヲ
用
ヒ
ン
。

（
「
郡
区
長
公
選
ノ
再
建
議
」
明
治
十
四
年
六
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月
『
兵
庫
県
会
史
』
）

ち
な
み
に
明
治
十
四
年
七
月
に
は
、
神
戸
交
拘
社
員
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
兵
庫
県
憲
法
講
習
会
が
、
山
町
井
城
太
郎
外
一
一
一
人

の
名
で
、
地
方
長
宵
公
選
を
明
記
し
た
私
擬
憲
法
草
案
で
あ
る
「
国
窓
私
考
」
を
起
草
し
て
い
た
。
ま
た
交
拘
社
支
配
下
の
兵

庫
県
会
は
、
明
治
十
山
年
十
一
月
と
明
治
十
五
年
十
一
月
の
一
一
度
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
関
西
連
合
府
県
会
議
員
懇
親
会
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、
内
ら
の
影
響
力
を
国
家
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
お
し
広
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
急
進
主
義
の
背
景
に

f士、

地
域
住
民
の
選
挙
し
た
地
方
政
府
は
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
最
良
の
政
府
で
あ
る
と
の
確
信
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
桐
原

捨
一
一
一
「
府
県
会
議
員
の
参
考
に
供
す
」
『
神
戸
新
報
』
明
治
十
五
年
四
月
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
八
日
）
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
権
利
を
得
て

っ
低
税
ヲ
争
L

わ
な
い
交
拘
社
の
影
響
下
に
あ
る
上
腐
の
人
々
の
公
共
心
（
「
恒
心
」
）
に
対
す
る
確
信
で
あ
っ
た
。

し
か
し
さ
す
が
の
森
岡
も
、
艇
長
藩
閥
が
政
府
内
の
間
会
早
期
開
設
派
大
隈
重
信
を
追
放
し
た
明
治
十
四
年
政
変
後
に
な
る

と
、
徐
々
に
民
権
運
動
全
般
に
対
す
る
弾
圧
政
策
の
方
向
へ
傾
い
て
い
っ
た
。
官
吏
・
準
官
吏
の
政
治
活
動
の
禁
止
な
ど
は
ま

さ
に
そ
の
現
れ
で
あ
り
、
以
後
森
閑
県
政
に
支
え
ら
れ
て
き
た
は
ず
の
交
詞
校
、
改
進
党
系
民
権
運
動
も
神
戸
に
お
い
て
急
速

に
力
を
失
っ
て
い
く
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
森
岡
は
、
交
一
間
社
系
民
権
運
動
の
支
持
か
ら
、
部
圧
に
転
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
れ
を
考
え
る
た
め

に
は
政
治
の
表
層
だ
け
を
挑
め
て
い
て
も
わ
か
ら
な
い
。
交
拘
社
系
民
権
運
動
を
支
え
た
社
会
的
基
継
に
注
目
し
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

交
詩
社
系
民

権
の
基
一
般
胤

交
詞
社
系
民
権
運
動
を
社
会
的
に
支
え
た
も
の
は
、

一
一
一
一
口
で
言
え
ば
、
外
国
商
人
か
ら
の
商
権
回
復
運
動
や

官
民
一
体
と
な
っ
た
直
輸
出
貿
易
の
推
進
の
中
で
つ
く
り
だ
さ
れ
た
備
工
業
者
（
資
本
家
階
級
）
の
階
級
的
な

ぅ8第一主主近代数明郊の神戸



結
集
で
あ
っ
た
。

大
坂
隊
法
会
議
所
会
頭
で
元
藤
摩
藩
士
族
の
双
代
友
厚
が
、
明
治
十
四
年
、
住
友
財
閥
の
番
頭
広
瀬
宇
平
ら
と
と
も
に
大
阪

の
経
済
界
を
結
集
し
て
関
西
貿
易
社
を
設
立
し
、
ほ
輸
出
に
乗
り
出
そ
う
と
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
間
日
本
最

大
の
開
港
場
神
戸
の
政
財
界
も
ま
た
そ
の
動
き
と
無
関
係
で
は
な
か
っ

に
直
輸
出
貿
易
の
必
要
性
な
力
説
し
て
い
た
。

神
戸
に
お
い
て
、
高
工
業
者
の
社
会
的
結
集
を
目
指
し
た
交
拘
社
系
の
間
体
神
戸
高
義
社
は
、
明
治
十
矧
年
の
初
顔
、
盛
ん

の

に
お
い
て
、

例

ば

機
関
誌
吋
神
戸
商
義
社
雑
誌
』

箕
浦
務
人
は

「
ざ
れ
ば
此
の
毒
虫
（
外
間
商
人
）
を
駆
除
撲
滅
ぜ
ん
事
今
日
急
務
中
の
急
務
に
し
て
、
悲
し
遷
延
猶
予
せ
ば
其
の
答
日
一
臼
よ
り

深
く
、
還
に
本
根
枯
捜
し
て
満
場
毒
虫
の
巣
腐
と
な
る
べ
し
い
と
、

日
な
き
わ
め
て
外
国
酪
人
を
難
じ
、

「
輸
出
蔽
売
の
説
」

を
説
い
て
い
た
（
「
品
物
に
ニ
ツ
の
変
化
あ
る
事
」
『
神
戸
商
義
社
雑
誌
』
第
四
号
、
明
治
十
四
年
二
月
）
。

都市行政の展開と I~！由民権運動

ま
た
鹿
島
秀
麿
は
、
明
治
十
年

代
初
頭
の
悶
家
の
財
政
危
機
に
つ
い
て
一
抑
敗
政
ノ
悶
難
タ
ル
、
其
ノ
源
開
決
シ
テ
一

第三節

一
一
局
促
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
。
戊

民
ノ
戦
ヨ
リ
維
新
ノ
際
一
一
及
ブ
マ
デ
ノ
費
用
ニ
止
ゴ
フ
ズ
、
維
新
後

F神戸商議役雑誌』

ノ
改
本
亦
タ
莫
大
一
ノ
費
用
ナ
リ
ト
ス
。
然
レ
ド
モ
限
ヲ
転
ジ
テ
之
ヲ

ひ
と

窺
フ
ト
キ
ハ
、
州
市
リ
戦
争
ノ
不
幸
ト
改
良
ノ
必
須
上
ノ
ミ
之
ヲ
致
セ

シ
ニ
ハ
非
ズ
。
外
悶
貿
易
ヨ
リ
ノ
来
ス
所
、
其
ノ
弊
害
損
失
4

ん
そ
涼
悶

写真 10

／
大
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
出
ム
ル
」
と
の
認
識
を
示
し
、
船
底
興
業
の
た
め

の
尉
駆
的
改
革
の
停
止
即
ち
「
院
翁
官
使
府
県
ノ
諸
費
」
の
削
減

（
財
政
緊
綴
）
よ
り
も
、
直
輸
出
に
よ
る
利
誌
と
外
貨
の
獲
得
に
そ
の
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打
開
策
を
求
め
て
い
た
（
『
神
戸
商
義
社
雑
誌
』
第
七
号
、
明
治
十
四
年
四
月
）
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
五
代
ら
の
関
西
貿
易
社
創
設
の
怠

関
と
軌
を
一
に
す
る
議
論
で
あ
っ
た
。

五
代
も
ま
た
国
家
の
財
政
危
機
を
、
財
政
緊
縮
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
直
輸
出
の
推
進

に
よ
っ
て
克
服
す
る
た
め
関
河
貿
易
投
を
創
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
神
戸
財
界
と
五
代
の
直
接
的
な

つ
な
が
り
を
示
す
例
と
し
て
は
、
明
治
十
四
年
政
変
後
ま
で
続
い
た
五
代
と
、
神
戸
築
港
を
推
進
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
神

戸
桟
橋
会
社
と
の
関
係
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
交
拘
社
の
影
響
の
強
か
っ
た
神
戸
財
界
は
な
に
ゆ
え
に
関
西
貿
易
社
の
院
愉
山
山
政
策
を
支
持
す
る
か
の
よ
う
な
行

動
を
と
っ
た
の
か
。
直
接
的
な
原
因
は
、
そ
も
そ
も
中
央
に
お
い
て
関
西
貿
易
社
構
想
を
推
進
し
た
の
が
、
大
久
保
利
遇
政
権

以
来
五
代
友
一
惇
と
盟
友
関
係
に
あ
っ
た
大
限
怠
信
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
福
沢
論
吉
率
い
る
交
一
間
社
は
当
時
大
限
重
信
の

政
治
的
別
動
隊
で
あ
－
つ

交
拘
社
の
影
響
の
強
か
っ
た
神
戸
財
界
が
問
問
貿
易
社
同
様
の
直
輸
出
会
社
の
設
立
を
も
く
ろ
ん

だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
当
然
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
よ
り
沼
市
街
な
原
因
は
、
交
拘
社
系
民
権
！
1
1
と
り
わ
け
神
戸
商
義
社
i
iー
が
、
政
輸
出
を
通
じ
て
神
一
戸
の
資
本
家

な
政
治
的
階
級
と
し
て
結
集
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
戸
商
義
社
の
渡
輸
出
推
進
の
方
針
を
う
け
て
明
治
十
閉

Fr 
ノー

月
、
商
業
調
交
の
た
め
に
単
身
ロ
ン
ド
ン
に
渡
り
、
さ
ら
に
問
年
十
一
月
、
雑
貨
直
輸
貿
易
の
た
め
丸
越
組
を
創
設
し
た

北
海
道
移
民
会
社
赤
心
社
社
長
鈴
木
市
が
神
戸
商
義
社
の
目
的
を

一
イ
ワ
、
ス
ャ
、
政
府
ハ
人
民
ノ
反
射
也
ト
、
当
社
ノ
進

歩
ハ
社
員
諸
君
ノ
反
射
ニ
ヨ
ル
、
当
社
ノ
政
事
ハ
諸
君
ノ
自
ラ
取
ル
所
、
此
ノ
社
ハ
事
業
会
社
一
一
非
ズ
、
神
戸
港
中
ノ
輿
論
ヲ

L」
vιAυ

維
持
シ
能
ク
商
業
ノ
機
軸
ヲ
占
メ
区
内
ノ
勢
力
ヲ
蹴
カ
サ
ン
ト
ス
ル
者
也
L

（
「
会
社
ノ
感
表
ハ
社
員
ノ
反
射
L

『
神
戸
商
義
社
雑
誌
』

第
一
一
一
号
、
明
治
十
五
年
一
月
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
z
凶
器
社
、
が
直
輸
出
政
策
の
推
進
を
通
じ
て
単
に
経
済
的
利
議
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を
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
一
方
で
資
本
家
階
級
の
政
治
的
結
集
を
計
る
こ
と
を
倒
的
と
し
た
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
す
こ
し
推
量
を
交
え
て
述
べ
て
お
く
と
、
神
戸
商
義
社
は
、
直
輸
出
の
推
進
、
高
権
の
回
復
と
い
う
、
商
工
業
者
に

の
追
求
で
も
あ
る
課
題
に
挺
身
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

高
工
業
者
連
の

と
っ
て
自
ら
の
利
益
の
追
求
で
あ
る
と
問
時
に

「
恒
産
」
を
政
治
的
「
恒
心
L

の
条
件
に
し
、
議
会
政
治
の
安
定
し
た
基
礎
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

夜
輸
出
政
策
の
推
進
が
交
拘
社
系
民
権
派
を
支
え
た
と
い
う
の
は
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

都市行政の展開と自由民権運動第三節

ち
な
み
に
上
記
の

丸
越
組
は
、
明
治
十
閉
年
か
ら
明
治
十
七
年
に
か
け
て
、
執
掛
に
直
輸
出
の
可

能
性
な
探
り
続
け
た
。
「
諮
問
正
名
文
書
」
（
国
会
図
番
館
所
蔵
）
に
は
、
「
丸
越
組

内
田
貿
易
嶺
」
な
名
乗
る
池
田
清
助
ほ
か
に
よ
る
、
明
治
十
四
年
六
月
と
明
治

ヨL越組直輸出構想、図

十
七
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
の
直
輸
出
に
関
す
る
「
嘆
願
書
」
類
が
収

め
ら
れ
て
い
る
（
関
3
）
。
宛
先
は
森
岡
兵
庫
県
令
の
も
の
が
一
過
と
、
あ
と
は

す
べ
て
前
田
正
名
宛
で
あ
る
、
が
、
前
回
と
い
え
ば
、

五
代
と
と
も
に
大
限
設
信

習
を
支
え
て
陵
輸
出
政
策
な
進
め
よ
う
と
し
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
商
工
業
者
達
の
つ
恒
産
」
を
「
恒
心
い
に
転

図 3

明
治
十
m問
年

政
変
の
彩
饗

化
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
明
治
十
四
年
政
変
の
引
金
と

な
っ
た
北
海
道
開
拓
使
官
有
物
払
下
事
件
の
勃
発
を
さ
か
い
に
、
現
実
伎
を
失

っ
て
い
っ
た
。
直
輸
出
計
画
の
延
長
上
に
あ
っ
た
こ
の
払
下
げ
が
、
汚
職
事
件

と
し
て
世
論
の
批
判
を
あ
び
て
実
現
不
可
能
と
な
り
、
直
輸
出
計
簡
に
よ
る
商
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工
業
者
の
結
集
が
困
難
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ふ
商
義
社
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
交
拘
社
系
民
権
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
っ
た
鹿

島
秀
麿
は
、
明
治
十
五
年
努
頭
、
十
四
年
の
政
変
の
時
、
困
惑
し
開
店
休
業
の
観
を
呈
し
た
商
義
社
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
言
い
訳
し
て
い
る
。

昨
年
（
明
治
十
四
年
）
ハ
社
会
ノ
景
況
政
事
上
ニ
商
法
上
一
一
大
変
動
ア
リ
テ
、
別
シ
テ
下
半
季
ニ
多
シ
。

八
月
上
旬
該
ノ
閉じ

拓
使
官
有
物
払
下
ゲ
ノ
事
ア
ル
一
一
当
リ
テ
、
当
社
ハ
山
本
氏
ノ
言
ノ
如
ク
死
ン
デ
ア
リ
ノ
シ
ヤ
、
眠
テ
賠
シ
ヤ
。
此
ノ
事
耳

染
ニ
触
ル
、
ャ
一
合
、
社
員
ノ
悲
憤
憾
慨
各
膝
ヲ
交
へ
額
ヲ
集
メ
、
奮
論
激
説
演
説
一
一
会
均
誠
一
一
束
商
奔
走
、
深
夜
退
社
ノ
後

モ
尚
路
傍
ニ
談
ジ
私
家
ニ
会
シ
百
方
尽
力
セ
リ
。
輿
論
ノ
当
港
日
一
反
響
セ
シ
ハ
当
社
員
ノ
外
ニ
誰
レ
カ
其
ノ
カ
ア
リ
ト
ス

ル
ヤ
。
（
鹿
島
秀
麿
「
商
義
社
ノ
店
卸
シ
L

『
神
戸
商
義
社
雑
一
一
日
官
第
一
二
号
）

本
来
政
府
の
斑
輸
出
計
眠
を
支
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
拘
社
系
民
権
が
世
論
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
反
対
派
に
回
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
直
輸
出
・
商
権
回
復
運
動
に
よ
っ
て
も
交
拘
社
系
民
権
運
動
は
安
定
し
た
社
会
的
基
盤
と
位

論
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
森
岡
県
政
に
と
っ
て

交
拘
社
系
民
権
は
不
要
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
森
岡
は
交
鈎
社
系
民
権
の
育
成
政
策
を
十
四
年
政
変
後
は
放
棄
し
、
新
た
な
議
会

支
配
の
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3 

松
方
財
政
下
の
神
戸
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商
工
業
者
団

体
の
解
体

交
拘
社
・
改
進
党
系
問
機
運
動
の
衰
退
が
始
ま
っ
た
と
き
、
折
か
ら
の
松
方
デ
フ
レ
（
不
況
）
の
進
行
と
も
意

な
っ
て
、
そ
の
基
盤
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
商
工
業
者
の
社
会
的
結
合
は
急
速
に
そ
の
凝
集
力
を
失
っ
て
い

った。

い
く
つ
か
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

明
治
十
一
年
十
月
、
神
間
兵
右
衛
門
・
藤
間
積
中
・
北
風
正
造
ら
は
兵
庫
商
法
会
議
所
（
鍛
冶
屋
町
旧
北
浜
総
会
所
）
を
設
立
し
、

さ
ら
に
一
一
一
新
法
の
公
布
に
よ
り
神
戸
区
が
成
立
す
る
と
神
戸
一
弘
商
法
会
議
所
と
改
め

（
明
治
十
三
年
東
川
崎
町
に
移
転
）
、
神
戸
の

商
工
業
者
の
社
会
的
結
集
を
図
っ
て
い
た
。

し
か
し
そ
れ
も
松
方
デ
フ
レ
朋
に
な
る
と
事
実
上
壊
滅
し
て
し
ま
い
、
明
治
十
九

年
に
歪
っ
て
よ
う
や
く
再
興
さ
れ
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
の
で
あ
る
c

ま
た
明
治
十
六
年
七
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
設
立
許
可
の
お
り
た
神
戸
株
式
取
引
所
も
、
同
年
十
二
月
栄
町
一
一
一
丁
目
に
お
い

て
よ
う
や
く
開
業
に
こ
、
ぎ
つ
け
る
が
、
洋
銀
の
投
機
的
取
引
を
め
ぐ
る
両
得
商
と
貿
易
’
珂
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
、
降
盛
を
見

都市行政の展開と自均民権運動

る
こ
と
な
く
明
治
十
八
年
九
月
に
は
解
散
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
明
治
十
年
設
立
の
米
商
会
所
も
衰
退
に
赴
き
、

開
港
以
来
、
貿
易
取
締
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
貿
易
会
所
も
、
明
治
十
四
年
ご
ろ
か
ら
哀
散
の
兆
候
を
示
し
、

つ
い
に
明
治
十
八
年
四
月
解
散
を
決
議
し
、
十
九
年
一
月
、

五
一
出
金
徴
収
廃
止
を
出
願
、
認
可
を
得
て
最
終
的
に
消
滅
す
る
に

一
台
ふ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
一
方
で
、
神
戸
の
資
本
家
迷
の
実
像
は
、
目
先
の
科
誌
を
得
ん
が
た
め
に
、
輸
出
商
品
で
あ
る
茶

資
本
家
の

腐
敗

や
マ
ッ
チ
の
粗
製
乱
造
に
走
り
、
ま
た
洋
銀
や
米
殺
の
投
機
的
取
引
に
狂
奔
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ

第三節

る
。
と
り
わ
け
洋
銀
投
機
は
最
終
的
に
は
刑
事
事
件
に
ま
で
発
展
し

す
な
わ
ち
明
治
十
四
年
六
月
、
栄
町
一
一
一
丁
目
に
問
答

仲
間
集
会
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、
貿
易
金
融
の
た
め
で
は
な
く
投
機
の
た
め
の
洋
銀
取
引
が
般
行
す
る
に
い
た
り
、
十
五
年
八
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月
に
は
代
官
人
品
川
正
蔵
・
加
藤
致
徳
の
一
一
人
が
、
集
会
所
出
入
り
の
入
手
を
金
銀
貨
幣
の

の
か
ど
で
告
発
す
る
と
い

う
事
件
が
お
き
た
。
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
今
度
は
武
田
九
右
衛
門
・
池
田
賞
兵
衛
・
山
本
亀
太
郎
ほ
か
一
二
人
の
貿
易
商

が
、
両
替
商
か
ら
分
離
し
て
別
の
洋
銀
取
引
所
の
設
立
を
企
図
す
る
に
主
っ
た
。
事
態
を
霊
く
み
た
神
戸
区
長
村
野
山
人
は
株

式
取
引
所
設
立
に
両
派
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
替
派
と
貿
易
派
の
調
停
を
試
み
た
が
、
そ
れ
も
、
明
治
十
六
年
一

月
二
日
の
諏
訪
山
常
盤
楼
で
閃
か
れ
た
両
派
調
停
の
た
め
の
新
年
宴
会
が
逆
に
紛
糾
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
失
敗
。
村
野
は
、
間

月

日
、
両
替
仲
開
集
会
所
、
貿
易
商
出
張
所
両
方
の
認
可
を
取
り
消
す
と
い
う
強
硬
手
段
に
訴
え
、
両
所
へ
の
集
会

さ
え
禁
止
し
た
。

し
か
し
洋
銀
投
機
熱
は
お
さ
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
間
五
月
栄
町
一
ニ
了
間
に
不
二
舎
と
い
う
荷
務
所
が
開
設

さ
れ
、

そ
こ
で
取
引
が
継
続
さ
れ
た
。

そ
こ
で
つ
い
に
神
戸
警
察
署
に
よ
る

斉
検
挙
（
入
O
余
人
）
が
行
わ
れ
る
に
い
た
っ

た
（
不
一
一
舎
事
件
）
。

し
か
し
そ
れ
で
も
貿
易
商
や
両
替
商
は
洋
銀
取
引
を
停
止
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

間
も
な
く
居
留
地

八
一
一
番
館
内
に
、

八
一
番
館
ト
ム
ネ
！
の
発
起
で
洋
銀
売
買
集
会
所
が
設
け
ら
れ
、
取
引
は
継
続
さ
れ
た
。
十
二
月
十
六
日
、

神
戸
警
察
署
は
再
度
の
大
検
挙
ご
六
O
余
人
）
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
資
本
家
層
に
は
す
で
に
「
値
心
L

を
も
っ
て
地
域
の
民
主
主
義
を
お
一
い
、
地
域
社
会
に
対
し
て
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
。
フ
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
力
な
ど
な
か
っ
た
。
森
岡
県
政
が
交
拘
社
系
民
権
運
動
を
見
限
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
当
然
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

民
権
選
動
の
弾
圧

と
県
政
の
変
質

森
岡
県
政
は
、

ほ
ぼ
明
治
十
四
年
政
変
を
境
に
、
交
拘
社
系
民
権
運
動
の
支
持
者
か
ら
民
権
運
動
全
般

に
対
す
る
抑
圧
者
に
、
急
速
に
そ
の
立
植
物
を
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
十
六
年

月
十
六
日
、

森
岡
県
令
の
懐
刀
と
い
わ
れ
た
山
田
為
睦
替
部
長
は
県
下
各
警
察
署
に
、

「
治
安
を
寄
一
ず
る
事
甚
だ
し
き
一
が
ゆ
え
に
、

「

近
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頃
（
略
）
名
を
学
術
叉
は
懇
親
会
に
か
り
て
そ
の
突
政
設
を
な
」
す
「
演
説
者
の

の
早
急
な
調
査
を
命
じ
た
。
そ
れ
が
弾
圧

の
始
ま
り
で
あ
っ
た
（
『
兵
庫
県
慾
祭
史
』
）
。
と
り
わ
け
、
当
時
よ
う
や
く
青
年
間
の
組
織
化
に
の
り
だ
し
つ
つ
あ
っ
た
品
川
政
蔵

ら
の
運
動
に
対
す
る
弾
圧
は
徹
底
し
、
学
生
の
政
治
活
動
へ
の
参
加
が
そ
の
後
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。も
ち
ろ
ん
、
議
会
政
治
の
確
立
に
よ
っ
て
強
力
な
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
て
フ
の
確
立
を
目
指
し
た
国
家
と
森
岡
県
政
の
試
み

は
当
然
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
た
。

か
つ
て
交
詞
社
に
期
待
し
た
よ
う
に
、
資
本
家
腐
を
基
盤
に
し
た
下

し
か
し
そ
の
方
法
は
、

か
ら
の
世
論
の
組
織
化
に
期
待
し
て
そ
れ
を
行
う
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
以
来
の
長
い
伝
統
を
も
っ
町
村
や
仲
間
の
社
会
的

結
合
力
に
改
め
て
法
的
保
護
を
与
え
、

「
旧
慣
い
を
復
活
さ
せ
、
そ
れ
を
基
礎
に
議
会
政
治
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
法

で
あ
っ
た
。
明
治
十
七
年
十
二
月
に
は
「
第
一
条

農
工
衛
ノ
業
ニ
従
事
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
開
業
者
或
ハ
其
ノ
営
業
ノ
利
害
ヲ

都市行政の展開と自由民権運動

共
一
一
ス
ル
者
ハ
、
適
宜
一
一
地
区
ヲ
定
メ
、
其
ノ
地
区
内
同
業
者
四
分
ノ

ノ
同
意
ヲ
以
テ
組
合
ヲ
設
ケ
規
約
ヲ
作
リ
、
当

庁
ノ
認
可
ヲ
請
フ
ベ
シ
」
と
し
、

「
同
業
総
合
準
則
」
が
県
下
に
布
達
さ
れ
た
。
営
業
の
自
助
の
名
の
も
と
抑
圧
さ
れ
て
き
た

株
仲
間
の
伝
統
が
は
じ
め
て
公
認
さ
れ
装
い
を
新
た
に
復
活
し
た
。

ま
た
明
治
十
五
年
に
は
「
神
戸
各
町
連
合
会
議
事
細
則
L

「
傍
聴
規
期
」

（
東
京
市
政
調
資
会
蔵
）
が
定
め
ら
れ
、
町
村
を
基
礎

に
し
た
議
会
制
度
で
あ
る
連
合
町
会
の
法
的
地
位
の
強
化
が
悶
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
動
き
を
集
約
し
、

種
の
共
同
体
的
「
旧
慣
L

を
近
代
的
議
会
制
度
の
基
礎
に
位
農
づ
け
て
改
め
て
地
域
に

第三節

お
け
る
議
会
制
度
の
確
立
を
図
ろ
う
と
し
た
の
が
、
実
は
明
治
十
四
年
以
降
内
務
省
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
地
方
自
治
部
制
定

の
動
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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